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停留睾丸に合併 した睾丸捻転症の1例
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A CASE OF TORSION OF THE UNDESCENDED TESTICLE
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(Chief: Dr. S. Sakai)

   An eight-year-old boy was admitted to our hospital with the chief complaint of pain and 

swelling of the left inguinal testicle which had occurred 4 days earlier. Surgical findings 

revealed 180 degrees clockwise rotation of the testicle, and necrosis of the testicle and 

epididymis, and then left orchidectomy was performed. The post-operative diagnosis was 

torsion of the undescended testicle with hemorrhagic infarction. We discussed on the pre-

operative diagnosis and the treatment of this disease.

Key words: Torsion, Undescended testicle

緒 言

停留睾丸の合併症として睾丸捻転症は稀ではないと

されているが,実 際の報告例は比較的少ない,わ れわ

れは最近,停 留睾丸に合併 した睾丸捻転症の1例 を経

験したので報告 し若干の文献的考察を行った,

症 例

患者:8歳,男 子

主訴1左 鼠径部腫瘤 と疹痛

家族歴:特 記すべぎことなし

既往歴:正 常分娩にて出生.生 下時体重は2,340g.

2歳 頃 より父親が左停留睾丸 に気付 くも放置してい

た.

現病歴=1984年10月29日,左 鼠径部に疹痛出現,夕

食後嘔吐 あ り.3旧 夜 よ り同部の疹痛の増大が見ら

れ,父 親がノε鼠径部の腫瘤に気付き,某 医を受診し,

精査日的で1i月1日 当科へ紹介.

現症=体 格 中 等 度,体 重21.Okg,栄 養 状 態 良 好,

体 温35.9℃ 。 血圧110/70mmHg.心 肺 に 理 学 的 所 見

を認 め ない 。 左 陰 の う 内 容は 欠 如 し,左 鼠 径 部 に,

4×3cmの 境 界 明瞭 で表 面 平 滑 な弾 性 硬 の腫 瘤 を 触 知

し,圧 痛 が著 明 で あ った.し か し熱 感は な く,表 面 の

皮 膚に は 癒着 は な く発 赤 も認 め られ なか った.右 陰 の

う内に は正 常 大 の睾 丸 が触 知 され た.

検査 所 見 血 液 検 査 で は,赤 血 球462×104/mm3,

Hbi2.99/dl,Ht39.9%,白 血 球9,700/mm3で 白

血 球 の増 多 も見 られ なか った.尿 所 見,血 液 生 化 学 的

所 見 い ず れ も異 常 を認 め なか った.胸 部X-Pで 著 変

な く,腹 部X-Pに お いて もイ レ ウスを 思 わ せ る所 見

は な か った.腹 部 エ コー では,左 鼠 径部 にlowdcn-

sityに 包 まれ たhighdensitymassが 見 られ,high

densityの 部 分 は 睾丸 で あろ うと 思 わ れ た(Fig.1).

以上 よ り,左 鼠 径 部 停 留睾 丸に 合 併 した 睾 丸 捻 転症

が最 も疑 わ れ,緊 急 手 術 を施 行 した 。

手術 所 見=左 鼠 径 部 腫瘤 の直 上 に 皮 膚 切 開 を加 え,
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Fig.1.左 鼠 径 部にIowdensityに 包 まれ たhigh

densitymassが 見 られ,highdensityの

部 分 は睾 丸 であ ろ う と思 わ れ た.

皮下組織を鈍的に剥離すると,腫 瘤は外鼠径輪を出た

部位にあり,母 指頭大で黒色を呈していた.睾 丸固有

鞘膜を開くと黒変した睾丸,副 睾丸が現われ,精 索は

鞘膜内で時計方向に約180。 捻転していた.睾 丸導帯

は不明であったが,睾 丸 ・副聖丸の解剖学的付着異常

は認めず,嵌 頓ヘルニアの存在もなかった.捻 転を整

復するも血行回復の徴候が見られないため除睾術を施

行した(Fig.2).

病理所見.睾 丸実質は出血が著明で,精 細管は壊死

に陥っていた.睾 丸の白膜に凝血が付着 し,好 酸球を

含めた炎症細胞浸潤,fibroblastの 増加や器質化も見

られる肉芽形成などが見 られ た(Fig.3).術 後経過
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Fig.2.摘 出標 本

は良好で術後6日 目に退院した.
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睾丸捻転症は,ヘ ルニア,睾 丸水瘤および悪性腫瘍
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小出 ・ほか 停留睾丸 ・寒丸捻転症

などとともに停留睾丸の代表的合併症として知 られて

お り,そ の頻度は0.4～0.9%1・2)と 報告されている.

また,睾 丸捻転症に合併する停留睾丸の頻度は,正 常

位睾丸捻転症の頻度が増加するにつれて,本 症の占め

る割合は,減 少しているものの7～10%3)と 高率に見

られる.睾 丸捻転症の成因としては解剖学的異常が指

摘されているが4),停 留睾丸 もそのひとつであ り,自

験例では睾丸導帯は不明であったが欠如 していた可能

性が強く,こ れも成因のひとつと考えられる.

Table1.停 留睾丸に合併 した睾

丸捻転症の術前診断

纂 丸捻 転 症13伽%)

嵌 頓 ヘ ル ニ ア6(12%)

虫 垂 炎2(o.4%)

畢 丸 炎1(o.zi)

副 峯 丸 炎1ω.2%)

術 前 診 断 な し29(56%}

52

475

は最近睾丸のアイソトープスキャン9>やDoppler超

音波聴診器10・11)が用 いられるようになってきた.し か

し設備などの関係上いつでもどこでも行える検査とは

Aい 難く結局は身体所見が術前診断の中心 となろう.

そ のポイントとしては,患 側陰のう内容が欠如するこ

と,有 痛性腫瘤が触知されること,圧 痛が腫瘤部に限

局し腹膜刺激症状のないこと,発 熱なく全身状態が良

好なこと,発 症が急性で疹痛とともに腫瘤が増大する

ことの5つ が挙げられる.睾 丸保存の唯一の治療法

は早期手術であ り,そ のためには早期発見および的確

な術前診断が重要である.

結 語

左鼠径部停留睾丸に合併 した睾丸捻転症の1例 を経

験したのでここに報告 した.

本論文の要旨は第146回 日本泌尿器科学会東海地方会にお

いて発表した.最 後に御校閲いただいた恩師西浦常雄教授に

深謝いたします。

Table2.停 留睾丸に合併した

睾丸捻転症の治療

文 献

除畢術

固定術

整 復

自然整復

その他

45(87%)

4(8%)

1(ai)

1(z/)

1(2%)

52

本症の術前診断について,池 内らの統計に自験例を

加xた52例z,検 討 した(Table1).睾 丸捻転症の診

断または疑診とされたものは13例(25%)に 過 ぎず,

嵌頓ヘルニアと診断されたもの6例(12%)で,実 に

29例(56%)が 術前診断なしであった.睾 丸捻転症全

体の診断率は40～80%s)で あるのに比し,本 症の場合

は25%の 診断率しかなく,術 前診断の困難さが治療法

にも反映している.本 症における治療はTable2の

ごとく52例 の うち実に45例(87%)が 除睾術を余儀な

くされ てい る.固 定術 はわずか4例(8%)し かな

く,睾 丸捻転症全体の固定術31%6)に 比 し著明に低 く

睾丸保存の困難さが示された.本 症の診断が困難な理

由としては,ヘ ルニア,虫 垂炎,腸 閉塞などとの鑑別

が難 しいことと,全 身状態が良好なため不必要な経過

観察が挙げられる.睾 丸捻転症で睾丸が保存可能な時

間は一般に10～24時 間6'8)と 言われており早期診断が

非常に重要であると思われる・早期診断の手段として
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